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1975 年 月 裁判官任官・横浜地方裁判所判事補
1978 年 月 松山地方・家庭裁判所西条支部判事補
1981 年 月 横浜地方・家庭裁判所横須賀支部判事補
1984 年 月 東京地方裁判所判事補
1985 年 月 東京地方裁判所判事
1987 年 月 水戸地方・家庭裁判所土浦支部判事
1990 年 月 兼水戸家庭裁判所判事
1992 年 月 横浜地方裁判所判事
（1994 年 12 月〜 95 年月 司法研究員・在外研究員として英，米，独，仏に
おいて少年・刑事法制の現地調査）
1995 年 月 前橋地方・家庭裁判所判事
1998 年 月 前橋地方裁判所部総括判事
1999 年 月 東京高等裁判所判事
2002 年 月 横浜地方裁判所部総括判事
2005 年 月 裁判官退官
2005 年 月 立教大学大学院法務研究科教授
2016 年 月 立教大学定年退職
〈学外業績等〉
2009 年 12 月 法務省「少年矯正を考える有識者会議委員」（〜2010 年 12 月）
2010 年 月 日本司法支援センター（法テラス）理事（現）





1996 年 月 非行事実認定手続改革の試み 裁判官の視点から・日本刑法学会第
74 回大会・分科会「少年司法制度の再検討」における共同報告
2007 年 月 日本の少年法における非刑罰的措置・大韓民国警察庁主催国際学術
セミナー「少年犯善導」（ソウル市）（英・米・日・韓参加）において共同報告
2008 年 11 月 少年事件の精神鑑定に求められるもの 裁判官の立場から ・日本
児童精神医学会第 49 回総会・子どもの人権と法に関する委員会パネルディスカ
ッション：少年事件の精神鑑定に求められるもの・共同報告
2009 年 10 月 少年事件と裁判員制度 裁判官の視点から ・日本児童精神医学会
第 50 回総会・子どもの人権と法に関する委員会パネルディスカッション：少年
事件と裁判員制度・共同報告
2011 年 月 心神喪失者等医療観察法の運用状況と課題・日本刑法学会第 89 回大
会・ワークショップオーガナイザー
2015 年 月 少年院法改正と少年の健全育成・日本刑法学会第 93 回大会・ワーク
ショップ・共同報告




2011 年 月 法務研究科専攻主任（既修担当／教務・FD）（〜2013 年月）
〈研究業績〉
 著 書
子どもの法律入門 2005 年月初版・2013 年月改訂版 金剛出版
コンパクト刑事訴訟法 2015 年月 新世社
 共編著
注釈少年法（共編著） 田宮裕・廣瀬健二
1998 年 11 月初版・2001 年	月改訂版・2009 年	月第版 有斐閣
田宮裕博士追悼論集上巻（共編著） 廣瀬健二・多田辰也 2001 年月 信山社
田宮裕博士追悼論集下巻（共編著） 同 2003 年
月 信山社
少年事件重要判決 50選（編著） 2010 年月 立花書房
裁判例コンメンタール少年法（編著） 2011 年 12 月 立花書房
刑事公判法演習（編著） 2013 年月 立花書房
裁判例コンメンタール刑事訴訟法・第巻（共編著） 井上正仁・河村博・酒巻匡
4 立教法務研究 第号（2015）
・原田國男・廣瀬健二・大島隆明・三浦守 2015 年月 立花書房
 体系書等分担執筆
新版刑事訴訟法講義 1981 年月 青林書院新社・116頁
少年法（条文解説） 1986 年月 有斐閣・75頁
注釈特別刑法巻 人の健康に係る公害犯罪の処罰に関する法律
1987 年	月 立花書房
ある強盗事件の軌跡 アメリカの刑事司法（共同訳） 1988 年月 有斐閣・105頁
刑事裁判実務大系巻 原因において自由な行為
1992 年月 青林書院新社・317頁
刑事裁判実務大系巻 児童に淫行させる行為 1994 年月 青林書院新社・424頁
少年事件処理に関する実務上の諸問題
1997 年月 法曹会・司法研究報告書第 48輯第
号




2005 年 11 月初版・2007 年月補訂版・2013 年 10 月第
版 立花書房
 論 文












海外少年司法制度 英，米，独，仏を中心に 家庭裁判月報 48巻 10号頁
1997 年
月
















補充捜査をめぐる諸問題 判例タイムズ 996号 359頁
2001 年月
































子どもに関する法律入門 臨床実務家の手引き 非行少年 その
少年に対する刑事処分・刑事手続 臨床心理学巻号 658頁
同年 11 月
子どもに関する法律入門 臨床実務家の手引き 非行少年 その
触法少年・虞犯少年 児童福祉手続きとの関係 臨床心理学巻	号 801頁
2005 年月
子どもに関する法律入門 臨床実務家の手引き	 今後の課題と展望 その
平成 12 年の法改正 臨床心理学巻号 106頁
同年月








非行少年⑴ 犯罪少年 判例タイムズ 1200号 82頁
同年	月
非行少年⑵ 訴訟条件等，触法少年⑴ 判例タイムズ 1207号 62頁
同年月
少年司法における 10歳前後の少年 臨床心理学	巻号 458頁
2007 年月
非行少年⑶ 触法少年の実情 判例タイムズ 1243号 61頁
2008 年月





















裁判員裁判と鑑定の在り方 刑事法ジャーナル 20号 28頁
同年
月
DNA型鑑定 警察基本判例・実務 200（別冊判例タイムズ 26号）334頁
同年月










検察官面前調書の証拠能力 法学教室 364号 36頁
同年月






少年・若年犯罪者の実態と処遇 法律のひろば 65巻号 11頁
同 月
少年・若年者の犯罪と対策 刑政 123巻号 76頁
同年月
少年矯正の改革 刑政 123巻号 54頁
同年月


















少年院法・少年鑑別所法成立の意義 法律のひろば 67巻号 31頁
2015 年月






海外少年司法制度⑵ 台湾の刑事・少年法制について 立教法務研究号 17頁
同年月
改正少年院法 少年鑑別所法の成立と少年矯正 罪と罰 52巻号 40頁
 辞典関係（項目執筆）
現代法律百科大辞典
2000 年月 ぎょうせい（巻 82頁・361頁・367頁，巻 176頁)
 書 評
2011 年月
［ブック・レビュー］『事例研究 刑事法Ⅰ・Ⅱ』 法学セミナー 676号 155頁
2016 年
月








刑事司法革命と警察への期待 警察公論 2011 年号 11頁
2011 年月
「日本型」治安問題 刑政 122巻号 68頁
2011 年月
法テラスとスタッフ弁護士 刑政 122巻号 62頁
2011 年月
革命の時代 刑政 122巻号 66頁
	 紹介・解説
1999 年月
田宮先生と少年法 田宮少年法学の概観 ジュリスト 1154号 44頁
同年	月
少年法をめぐる学説と実務 田宮裕先生と『注釈少年法』『少年法判例百選』
























論争・刑事訴訟法第 17 回 少年審判と刑事裁判の関係 法学セミナー 582号 97頁
同年月
























2003 年 10 月










平成 17 年度重要判例解説（ジュリスト 1313号）214頁
2009 年月
少年保護事件の受差戻審である家庭裁判所における非行事実認定に関する事実
の取調べとその裁量 刑事法ジャーナル 16号 107頁
2010 年月
刑事控訴審において公訴棄却の第審判決を公訴事実どおりの事実が認められる















の審査方法 刑事法ジャーナル 39号 140頁
〈実務業績〉主要担当事件
① 無尽蔵店主殺人：死体無き殺人事件（東京地判昭 60・・13 刑事裁判月報 17巻
＝号 187頁）
② 平安神宮放火・神社本庁等爆破事件（東京地判昭 61・・判例時報 1214号 34
頁：刑法判例百選Ⅱ【82】の審）
③ ホテル･ニュージャパン火災事件（東京地判昭 62・・20 判例時報 1244 号 36
頁：同百選Ⅰ【58】の審）
④ 元プロ投手覚せい剤乱用事件（横浜地判平・・15 判例タイムズ 829 号 275
頁）
⑤ 東海大学安楽死事件（横浜地判平・・28 判例時報 1530号 28頁：同百選Ⅰ
12 立教法務研究 第号（2015）
【20】）
⑥ 元代議士汚職，歳費詐欺等事件（東京高判平 12・・28 判例タイムズ 1044 号
300頁）
⑦ 連続幼女誘拐殺人事件・宮﨑勤（東京高判平 13・	・28 判例タイムズ 1071 号
108頁）
⑧ オウム真理教坂本弁護士一家殺害等事件（東京高判平 13・12・13 判例タイムズ
1081号 155頁）
⑨ 同教団顧問弁護士事件（東京高判平 14・・31 判例タイムズ 1081号 162頁）
⑩ 川崎「安楽死」事件（横浜地判平 17・・25 判例時報 1909号 130頁：同百選Ⅰ
【21】の審）
13
